








要約：249 名の小学生,93 名の中学生,48 名の高校生を対象に DEXA QDR-1000 を用いた骨

塩量測定を行なった。6才から 14 才までの正常分布を測定することができたが、15 才～18

才までは分布が不安定であった。11 才一 14 才までは有意に女子の骨塩量が男子をうわま

わった。男女とも骨塩量と性ホルモンの間に有意の正の相関が得られた。ハンドボール,

バスケットボール,長距離の男子スポーツ選手の体重 50 ㎏当たりの骨塩量が高かったが、

女子においてはスポーツの種類による骨塩量の差はなかった。


